



　日本におけるシニア（高齢者，WHO の定義に従い 65 歳以上とする）の構成は，ケア・シ
ニア，ギャップ・シニア，ディフェンシブ・シニア，そしてアクティブ・シニアに分けられ，
2020 年の推計では 3600 万人（内訳は概ね 2：3：3：2 の割合）とされている。シニアマーケティ
ングで成功するためにも，先ずは，対象となる構成割合をもとにそこからどのようなニーズ（順













































　次に，表 2-1、表 2-2 および表 2-3 は収入関係の質問のうち、順に「あなたの収入源はなんで
すか。」に対して、「就業収入」の回答（1．就業収入）と年金や預貯金などの収入（2．それ以外）
の地域ごとのクロス集計の結果、「あなたご自身の 1 年間の収入」に対して、「0 円」（0．0 円）、「1
円～ 200 万円未満」（1．200 万円未満）、200 万円以上（200 満円以上）、「わからない」（3．わ
からない）の地域ごとのクロス集計の結果、および「あなたの世帯での 1 年間の収入」に対して、









表 2-2　「あなたご自身の 1 年間の収入」に対する地域ごとのクロス集計の結果
表 2-3　「あなた世帯での 1 年間の収入」に対する地域ごとのクロス集計の結果
　最後に，働く頻度として、表 3-1 には「あなたはどのくらいの頻度で働いていますか」に対
して、「働いていない」（0．働いていない）、週に 1 日より低い頻度（1．週 1 日以下）、「週 2
～ 4 日」（2．週 2-4 日）、「週 5 日以上」（3．週 5 日以上）地域ごとのクロス集計の結果をまと
めたものであり、表 3-2 は同様にあなたの配偶者の同内容の頻度の結果である。ただし、後者
には「配偶者なし」を含む。これより、自身の働く頻度については、東京地域が週 5 日以上の
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